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＜子供ど真ん中教育＞ 

～第 1学期無事終了～ 

 

 第 1学期が終了しました。保護者の皆様、地域の皆様、本校の教育活動にご理解とご

協力をいただきまして、本当にありがとうございました。おかげさまで、予定をしていた

1学期の教育活動を無事に終了することができました。 

 

 第 1学期の終業式の様子です。終業式では、始業式の時に話をした「品のあるあいさ

つ返事」「全力校歌」の二つについて振り返りをしました。4か月あまりで子供たちは進

んであいさつ、元気のよいあいさつ、返事などできる子供たちが増えました。地域やご家

庭ではいかがでしょうか。二つ目の全力校歌は、運動会の時に披露させていただきまし

た。子供たちの心に残る校歌とするために、機会あるごとに歌うようにしています。650

名の子供たちと 50名の職員で歌う校歌はとても迫力があります。また機会がありました

ら聞いていただきたいと思います。 

代表児童あいさつは 1年生と 5年生ががんばりました。 

 
1年生は 3名、「水泳の宝さがしが楽しかったです。」「クロムブックでタイピングをがんばりま

した。」「昼休みに友達とお絵かきをしたことが楽しかったです。」と、それぞれに楽しかったこ

と、がんばったことを伝えました。 

5年生は 1名、「運動会の学級対抗リレーの練習でバトンパスをがんばったこと。応援団をが

んばったこと。スイミングでバタフライを練習したこと。」を通して、「努力は実る」という経験が

できたことがよかったと伝えました。 

4名は堂々としていて、とても立派に発表することができました。 



終業式が終わり、生活のお話です。「５つのしゃ」にお世話にならないようにしましょ

うというお話です。 

 

「救急車、消防車、霊柩車、警ら車（パトカー）、不審者」 

どれもお世話になりたくはないものです。熱中症、火遊び、水の事故その他様々な周囲

の危険に気を付けながら楽しい夏休みを過ごしてもらいたいと思います。 

 

最後に、被爆 79年目となる 8月 9日の平和祈念集会で歌う歌の練習をしました。校

歌と同じように、子供たちは一生懸命に平和を願いながら心を込めて大きな声で歌を歌い

ました。 

 

このあと、各教室では通知表「健やか」を一人一人に頑張りを伝えながら担任より手渡

しました。 

夏休みは、学校を離れて家庭や地域で多くの時間を過ごします。日頃できない経験を多

く積んで、また一回り成長した子供たちに会えるのを楽しみにしております。 


